平成23年度当初予算　　　支出科目　款：警察費　項：警察管理費　目：装備費
	事業名:　警察装備費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　警察本部　総務室　装備施設課　電話番号：058-271-2424（内2261）

　　　　　　　　　E-mail：c18873@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：386,038千円（前年度予算額：380,450千円）

	事業内容


	１　事業の内容


警察車両及び警察装備品の整備、維持管理に必要な経費
（１）警察車両の運行及び整備等に必要な経費

燃料費、消耗品費、修繕料、自動車重量税など

（２）警察車両購入費

更新車両　２台
（３）個人装備品や受傷事故防止用資機材の整備等に必要な経費
個人装備品：警棒、手錠、警察手帳、階級章など

受傷事故防止用資機材：耐刃防護衣など
	２　所要経費


（１）警察車両維持管理経費　　361,921千円　（うち車両用燃料費　262,000千円）
（２）警察車両購入経費　　　　　7,900千円
（３）警察装備関係経費　　　　 16,217千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
４　犯罪や暴力、事故のない地域をつくる

・　警察活動の基盤を整備する
	２　これまでの取組状況


　地域住民の「安全・安心」を支える警察活動に必要な、パトカーや捜査用車等すべての警察車両を常に最良の状態で運行できるよう維持、管理している。

また、現場で活動する警察官の個人装備品を整備するとともに、警察官が凶悪犯人等から身を守るための耐刃防護衣や防弾楯等も計画的に整備している。
	３　これまでの取組に対する評価


捜査用車等の更新に際しては、環境対応車や低排気量の車両に振り替えて更新している。また、車両の維持整備、運行管理については、警察車両整備センターにおいて車両カルテを作成し、確実な定期点検により適正な管理に努めている。

警察装備品については、地域警察官に対する新型警棒、耐刃防護衣及び防弾楯の優先配備を行い、事件事故等における現場活動時の安全性の確保を図っている。

	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	380,450
	108,019
	
	
	
	
	
	
	272,431

	要求額
	386,038
	137,856
	
	
	
	
	
	
	248,182

	1月15日時点査定額
	386,038
	137,856
	
	
	
	
	
	
	248,182

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	








